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第8図　甘藍「東北4号」の結球状態と球形

鉄剤の応用による新生子麻の発育試験

伊　　藤

（岩手県畜試）

1．　ま　え　が　暑

従来鋏の補給には土に接触させて1土壌中む鉄を利用ノ

させるカ法が禰じら1していますが．最近岩手県でも改良

底合で飼養する養成農家が増え．之等コンクリート味で

乳業している伊原に．冬季貧血症秋が祝われ海南不良と

なる単から．当由忙於ても比較的価串に且つ確実に貧血

を予防出来るテキストラン鉄の鮨内注射による効果を・

紆腺の粂背について比唆したので．その成綾の概妾を報

告する．

2．　賦　鹸　方　法

1　供試材料

nJ　供武跡・・・当地繁賽のヨークシャー粒の母豚9規

エ■少生産した鴨乳仔鉄勒顔を使用した（第1表参照）・

一第1表　供試豚

藍 ：分 娩 分
娩
数久 月　日

母

膣　母豚の名　号
ノ紘

供試仔豚顔数

8 ？

4 訂 ・2 ・廿 10 6 4

4 j汀．8 ．3 ・12 8 4

4 釘 ．8 ．5 8 2 8

4 椚欄 ．6 9 8 6

8 g r．8 ．8 7 8 2

8 1汀，4 ．1 8 2 4

2 重訂4 ．4 9 4 5

2 訂 ．4 ．加 8 6 2

2 訂 ．4 ・訪 10 4 6

8 1 孤 器

ニュートンロビンコーヨ
一七キミズ　　　m－2

2　十マシナロビンクオ沼－1

3　スイントンイワポク甜－49

4　クマコキヒストンアオキ1■－8

5　　　　′　一丁アリド」3

ショーナンヒストンマイ
デコズカ　　　2　－・2

カナ607ツプポーノレフ
ジヲ／ス　　追　－　2

ニュートンサカエイ
ンパクリハヲ2■－5

9　スイント／イワポク制一題

計
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¢）供試薬如…1智2吐中，金属鉄l00坤をテキス

トラス鉄として含有している動物用フェロパルト性を使

用した．

之　試威期間

昭和町年2月⊥少6月に点って．各母臆とも分娩後4

日日工かめ日までの期間とした．

a　試験区分

鮨会衆のとおカ，1腹毎に勉注謡と対照群に分け．触

注群は分娩后4日日に仔庇の智儲肉に2皿の7エロパル

ト性江を注射し，対照群は全く無処理とした．

弟2表　試鹸区分

母戚

ノ拡

供試仔政敵 新注区 対照区

＄ ♀ 計 8 宇 8 ？

1 6 4 10 8 2 8 2

2 8 4 12 4 2 4 2

8 2 3 5 l 1 1 2

4 さ 6 9 2 8 l 8

5 3 2 5 1 1 2 1
6 2 4 6 1 2 1 2
7 4 6 9 2 2 2 8
8 6 2 8 8 1 8 1
9 4 6 10 2 2 2 4

母腹の管理は当勤の慣行法に従い．併腺には生后劫日か

ら市販人工乳と幼腺配合飼料を捨餌l■別に水槽に上る給

水をした，

▲　粥査項臼

各群とも生后10日日毎に体重並びに鮭食状態の観察を

したが・対照群では生后那自白に下蝉川こ上って死亡した

もの・1鎖，無性群では母鹿に上る圧死が生后適は．25

日に夫々1錮あった・そむ他．外貌上での淡化は両群と

も特配する程のものは細められなかった．

さ．　編　　　　集

体重の増加は窮8襲及び巌1図．顔2凶の通わで．生

第8表＋供賦守成の体重の変化（b）

分

況
時

塗 岩
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生 后 皇 后 生 后 生 后 生 后

Ⅶ 日日 ■公旧眉 釦 日日 4 0 日白 軸 日日

筋
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第1回　甘豚体重の変化
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鋸2図　尭輪細赦

時の平均体重が対照群でl・11毎．筋注群で1．1毎であっ

たが・生后駒日日では夫々10・17的，10．％b　となった．

又生晦体重をl00として尭青を比餃すれば生后即日白で

対凧群で916倍．廟性群では9舗倍を示した．ヘモグロ

ビン量が厳も低いと云われる生后那日日では対照群で生

晦体重の46倍．鮨江群で5妬借を示した．又テキスト

ラン鉄注射時をl（カとした指数では．対照群で生后初日

で孤に対し・筋注群では4加倍の発育を示し，生后払

白目では夫々Ⅶお倍に対し7飴借を示した．

次に供試仔鹿がヨークシャー細の裾準生時体重に及は

なかったものが両群に秘められたが．テキストラン鉄剤

の加注に上る発育が，これらの子鹿にどの棟を結果をも

たらすかを検討するために．特に生時体重1嶋未満のも

のを迦び．七の成績を細萱してみたが．その傾向は弟4

表及び弟8図のと封少である．即ち生時体重1・0叫以下

の仔腹は対臓幹でⅣ顔．知性群で18頭であった．生后甜

日日の発育体重は対照群で平均9・成句で販注群は11・仙鵬

を示した・生時体重を1（旧とした指数では対照群で生后

甜日日に材いて約1．1倍を示し．飯注群では約は借を示

した・又生后那日日では夫々馳・7倍，唾・9倍を示し．総

体的に新注群が粕々良い橡に息われた．
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第4表　生時体重1肋以下の子鹿光背表（中位鵬）

各期 姦 注射時
生 后
生后
10
日昌

生后
が
日日

生后
a l
日日

生后
40
日日

生后
的

区別
時 ▲日日 日日

廠

捧

区

総 平 均

5％席順限界

一準 偏 差

生 幹 体 靂 瞥

10 とした指数

注射時体重を

1脚とした指数

0 8

曇
曾

0．1
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第8幽銀件重⑳乳化（生時体重l地下の子鹿）
▲．　鶉　　　　　義

哺乳管腺の貧血予防としてテキストラン鉄を含有する

ェェpバルト注の知内注射による劾集を検肘するため・

仔鮭の儀欄を生后10日電卓に調査した結集・前記の様な

成績を得たが．若干考察を加えてみると．発育は砺注群

では生后108日で既に良好を蛙亀を示し．その后靡綱を

発育縫遇をたどった．対照群は生后旭日貞tで．ほゞ篤

柱群と同じ発育をたどったが．その后は箭換群工少発青

第6号

がやゝ劣る傾向がみられ．生后釦出自では調性群が対照

群よめ知g瑠偉量が大でめった・騰闇2蓋を∫楔定の繕

央b％の有恩恵が細められた・

分　散　分　か　表

寮　　 凶 変　 動 自由度 分　 散 f－ 備　 考

試験 区外 12．鵬 1 12．肋 6．払 ＊ 生后

試験区円 1劫．62 19 1．75 伽 日日

全　　 体 l】廻・舗 70

又対照群の各期（生后旭日日毎）乎均せ体量を100モ

した指数で示すと第5表及び第4回のとわカで注射時よ

少生后か日日において蛎注区が対照区よわやゝtさつて

いる事がうかがわれた．生伝助日日ではむしろ対照区が

箭住区工少増体指数が多かったが．16日間の頼体量では

崩牡鹿がまさっていた・併しヘモグロビン量が最低と云

われる生后釦日日では筋住区が対照区より増翠が良好で

あったことは注目される．即ち生伝助日日ではmを示

し．以后m，1貼．1∞　とな少発育に良い結果を示した■

第5嚢　増体重（注射実施後）馳
　　 各 期
区　 別

生 后

lO 日日
幻 幻 4 0 圧） 計

対　　　 照　　 区 0．90 1．38 1．74 2 ．3も 2 ．3 1 8．「汀

筋　　 撞　　 区 1．2 7 1．か 1．9 4 2 ・（辺 2．」蛤 9 ．訂

対 照 区 を 1（カとした

筋 注 区 の 指 数
1；あ 泊 111 111 1（逓 l∞

注　注射時体重を基準とする

弟4回　各期一打路地体董（平均）

一種橿尊になかった仲膝についてみると生時体重が対照

区で平均0・鋸叫，触住区で平均■d叫で生后的日でそれ

ぞれ5・05鴎．5・鴨鴎喧示し生后的日日では．それぞれ

9・紹鴎，1■l・班毎となめ．触住区は生時体重よめ＝・㌘倍と

なった．又生時体重を1（カ　としてみた冬加の発育指歓で

は．対臓区は生后4日日食ではゞ同様な免背経過であっ

たが生后畑出自では新任蛙の発育が良く．以厄病的な知

育縫遇が認められた．対照区昆射時エ少食期（生后旭日

日毎）の平均錮体量を100とした細微でみると如6表の

とお少で．散注区は生后10日臼で皿，以後それぞれ1諷■
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1伯．m3，∽8　とな少生后餌日日に於て．14％増体が多

きい単がうかがわれるが，福に看るしい差は紘められな

かった．

弟6表　生時体重1・0毎以下山千成増体畳　桓

各　 期 生后

2 0 劫

1

40 試）
計区　　 別 10 EB

対　　　 地　　　 区 1・0 1 0 ．淵 1 8 1 2 る4 2．か 8 ．68

新　　　 注　　　 区 Ⅰ．26 1．2 8 2 ．飴 2 ．弟 2・41 9 ．紡

対 照 区 を 1（泊とした 爾

注 区 の 指 数
1あ 以 1tp u 3 10 8 m 4

以上，本試験吐血汲毎にヘモグロビン量とむ幽適性を

みなかった調査ではあるが，本結果を要約すると，テキ

ストラン鉄の注射にFよカ金属鉄l叫呼1回扱よで，イ）

注射した仔豚は注射しない子顔に比べ．生后①日日で平

均Ⅶgの増体が謎められた．ロ）テキストラン鉄注射

による副作用は謎められなかった．ハ）特に出生時体

重の少い仔腺には良好な舞台を力、ナ碩向がみられた．

冬季板雪に上って土壌に接する機会り少い岩手県では．

特にコンクリート床での哺乳仔血に対して貧血を予防し

よ少良い光背を拗持出釆るものと思われる．

あわ上川こ．本試験の供託粂剤を提供され∴試験鼓計等

に御指導を臓った岩手大学鹿宇部兄上教授に深甚なる愚

論の意を表します．

乳用若令雌牛の人工草地放牧育成試験

第2報　草種の異なる草地におけるStripgrazingによる育成

小　枚　芳　郎・浅井豊太郎

木　下　尊　之・堀籠美代子

（東北農　試）

1．　生　え　が　舌

乳用宕令雌牛の放牧育成技術改善の基礎資料を得る白

的て卑種の異る2種り人工卓也を利用し－て吉行ゆgm裏町

（帯状放牧）によ少育成を試み，奴歯の朱雀及び卓也利

用の面から検討を行った．

2・　試　験　方　法

試験年は8・7－9・7ケ月令のホル種雌牛6敢（体重溺担

一忽7均を2群に分け，血血相妬研，単搭草地（エ区）

及び班如血相r－Or血d打田∫混播草地（エー0区）各

々亜丘に8欄づつ1日2回合計5時間＝frわgr敵将によ

カ放牧した・放牧は5月仏日から10月盟臼まで行い，そ

の間側圧の全面輔を利用し終らなくても・奴初に放牧．し

た舶－が放牧に適するようになったら輪換し，残った放

牧地の金丸の牧草は・刈取少計量した．補助飼料はlH

l鍋当少Orおd乾阜1・0毎と粉砕玉均黍1・5わを放牧後

与えた・その他の的及び草地の菅翫前報と向様に行
った・

採食量及び消化率は各区2頭づつを用い，前報同様　余

C如椚卿法にユタ測定した・体重鱒毎週8日恥連続し

て午前9時K湘定した・また放牧前の尊皇は．当日放牧

する場所から1′ば8ヶ所を刈取β測定した．

さ．　結　　　　果

1草地の利用状況：両草地とも5回輸換利用した．

利用国次別の放牧期臥放牧日数及び放牧面積は第1

表の通少である．

軸草地とも，ほゞ向じ時期に輪換したが．8番革及び

4番革でやゝ臭った・放牧面硬は劇α全部を利用した回

次は・エ蛙では3回と4也．エー0区では6凶次のみで，

エ区の5回次利用時には鼓後の7クが草の再生塞く利用

出来なかったので放牧を中止した．久に1日1鎖当少の

利用し細る生音量（放牧直前の刈取少収量）及びその抹

食草量に対する％は顔2表の通力である．

1日1頗当少利用し得る亭主は，両比とも甜一缶的で

あるが，エー0区の1番革は多く，叩毎以上である．採

質草は工区がやゝ高く．同区とも9月上旬の4香草では

高くなっている．がエー0蛙の1否皐では非常に低い．


